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１．国際連合大学を通じた地球規模課題解決に資するグローバル 

人材の育成等 【拡充】              ３００百万円 

(対前年度増減  ＋１３１百万円) 

 

ミレニアム開発目標(ＭＤＧｓ)(※１)以後の国際開発目標として、国連にお

いて検討が進められている持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)(※２)等における地

球規模課題の解決に強力に寄与するため、国連システムのシンクタンクである

国連大学を通じて、以下の諸事業を実施する。 

  

・地球規模課題の解決に資するグローバル人材の育成    （１２０百万円） 

    貧困・環境・水の安全性・資源・防災・生物多様性・人間の安全保障等、

広範にわたる地球規模課題に対し、サステイナブルに課題解決志向で対処

しうるグローバル人材を育成する。 

      この際、育成した人材の国際機関への就職支援に係る体制整備を図るほか、

本年中に制度改正が予定されている、日本の大学とのジョイント・ディグリー実

施を推進する。 

      また、アフリカ諸国等の現職公務員・研究者等を研修生として受入れ、ガバ

ナンス向上に資するとともに、我が国大学と国連大学、アフリカ諸国等大学等

とのネットワーク強化を推進する。 

 

 ・地球規模課題の解決に資する国際協力プロジェクトの実施  （５０百万円） 

    重点的に取り組むべき分野を設定した上で、我が国政府・大学・企業関

係者等の英知を結集し、日本のイニシアティブにより、専門家派遣等を通

じて課題解決に直接的に資する国際協力プロジェクトを、公募して実施す

る。 

 

 ・大学院プログラム等の充実               （１３０百万円） 

      地球規模課題解決に資する、国連システムのシンクタンクとしての機能強化

を目的に、大学院プログラム、サステイナビリティ研究、グローバルセミナー事

業等の充実を図る。 
 
 
※１  ミレニアム開発目標(Millennium Development Goals)： 

    2000 年 9 月の国連ミレニアムサミット（於：ニューヨーク）で採択された国連ミレニアム宣言をもとに策定された、2015 年まで

の国際開発目標。 

※２  持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals)： 

    2012年 6月の国連持続可能な開発会議（リオ＋20）（於：リオデジャネイロ）において、ポストＭＤＧｓに整合的なものとして統 

合されるべき旨合意され、具体的な策定が検討されている 2015 年以降の国際開発目標。SDGs に関する国連オープン・ワー 

キング・グループ(OWG)提案(2014 年 7 月)を受け、国連総会での検討を経た上で、2015 年 9 月の国連サミットで採択される 

予定。  
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地
球
規
模
課
題
解
決
へ
の
貢
献
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
強
化

（
２
０
１
５
年
：国
連
大
学
創
設
４
０
周
年
・国
連
創
設
７
０
周
年

/ 
 ２
０
１
６
年
：国
連
加
盟
６
０
周
年
）

国
際
連
合
大
学
を
通
じ
た
地
球
規
模
課
題
解
決
に
資
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
等
に
つ
い
て

◆
地
球
規
模
課
題
解
決
に
係
る
国
内
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

１
．
２
億
円

貧
困
・
環
境
・水
の
安
全
性
・
資
源
・防
災
・生
物
多
様
性
・
人
間
の
安
全
保
障
等
、
広
範
に
わ
た
る
地
球
規
模
課

題
に
対
し
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
課
題
解
決
志
向
で
対
処
で
き
る
国
内
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
。

－
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

（
１
．
０
億
円
）

（
国
際
機
関
へ
の
就
職
支
援
に
係
る
体
制
整
備

/ 
日
本
の
大
学
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
実
施
に
向
け
た
諸
調
整
含
む
）

★
国
際
舞
台
で
活
躍
し
う
る
幅
広
い
視
野
と
国
際
的
・
学
際
的
な
知
識
・
技
能
を
有
す
る
人
材
の
育
成

★
地
球
規
模
課
題
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
解
決
へ
の
寄
与
等

－
ア
フ
リ
カ
諸
国
等
か
ら
の
研
修
生
受
入

（
０
．
２
億
円
）

（
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修

/ 
 フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
含
む
）

★
現
職
公
務
員
・
研
究
者
等
受
入
れ
を
通
じ
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上

★
国
連
大
学
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
等
大
学
・
日
本
の
大
学
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
等

◆
地
球
規
模
課
題
解
決
に
資
す
る
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

０
．
５
億
円

重
点
的
に
取
組
む
べ
き
分
野
を
設
定
し
た
上
で
、
我
が
国
の
政
府
機
関
・大
学
・
企
業
関
係
者
等
の
英
知
を
結
集

し
、
日
本
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
公
募
に
よ
り
実
施
。

◆
既
存
事
業
（
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
、
セ
ミ
ナ
ー
等
）
の
充
実

１
．
３
億
円

事
業
目
的

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
(
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
)
（
※
１
）
以
後
の
国
際
開
発
目
標
と
し
て
国
連
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
（
※
２
）
等
に
お
け
る
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
強
力
に
寄
与
す
る
た
め
、
国
連
シ
ス

テ
ム
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
国
連
大
学
を
通
じ
て
、
以
下
の
諸
事
業
を
実
施
す
る
。

※
１
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
(
Mi
l
le
n
ni
u
m
D
e
v
e
lo
p
me
n
t
G
o
a
l
s)
：

2
0
0
0年

9月
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
（
於
：ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
採
択
さ
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
を
も
と
に
策
定
さ
れ
た
、
2
0
15
年
ま
で
の
国
際
開
発
目
標
。

※
２
持
続
可
能
な
開
発
目
標
(S
us
t
ai
n
ab
l
e
D
e
v
e
lo
p
me
n
t
G
o
a
l
s)
：

2
0
1
2年

6月
の
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
（リ
オ
＋
2
0）
（
於
：
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）
に
お
い
て
、
ポ
ス
ト
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
整
合
的
な
も
の
と
し
て
統
合
さ
れ
る
べ
き
旨
合
意
さ
れ
、
具
体
的
な
策
定
が
検
討
さ

れ
て
い
る
2
01
5
年
以
降
の
国
際
開
発
目
標
。
S
D
Gs
に
関
す
る
国
連
オ
ー
プ
ン
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
(O
WG
)
提
案
(2
01
4
年
7
月
)
を
受
け
、
国
連
総
会
で
の
検
討
を
経
た
上
で
、
2
01
5
年
9
月
の
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
る
予
定
。

事
業
内
容

ポ
ス
ト

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

グ
ロ
ー

バ
ル
人

材
育
成

ア
フ
リ

カ
と
の

連
携

地
球
規

模
課
題

解
決効
果

効
果

平
成
２
７
年
度
要
求
額
３
０
０
百
万
円

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額
１
６
９
百
万
円
）
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２．国際バカロレアの推進                        ７２百万円 

(対前年度増減  ±０百万円) 
 

   

国際バカロレア（ＩＢ）は、課題発見・解決能力、論理的思考力、コミュニケ

ーション能力など、グローバル化に対応できるスキルを身に付けた人材を育成す

るための国際的な教育プログラムである。このうち、１６歳から１９歳を対象と

するディプロマプログラム（ＤＰ）は、所定のカリキュラムを履修し、最終試験

に合格することで、国際的に通用する大学入学資格（ＩＢ資格）を取得できるプ

ログラムであり、世界の主要な大学において、入学審査等に広く活用されている。 

 

近年、我が国においても、グローバル人材育成の観点から国際バカロレアに注

目が集まっており、「日本再興戦略-JAPAN is BACK-」（平成２５年６月１４日閣

議決定）において、国際バカロレア認定校等の大幅な増加を目指す(2018 年まで

に 200 校)こととされている。 

 

このため、ＤＰの一部科目を日本語でも実施可能とするプログラム（日本語ＤＰ）

の開発・導入など、国内における国際バカロレアの普及・拡大のための取組を推

進する。 
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国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
推
進

・
課
題
発
見
・
解
決
能
力
、
論
理
的
思
考
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
素
養
・
能
力
の
育
成
を
重
視
し
た
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
世
界
１
４
８
か
国
、
３
，
８
６
９
校

で
実
施
（
平
成

26
年

8月
現
在
）
。

・
高
校
レ
ベ
ル
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｐ
）
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
入
学
資
格
（
ＩＢ
資
格
）

を
取
得
可
能
で
あ
り
、
世
界
の
主
要
大
学
の
入
学
審
査
等
で
広
く
活
用
。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
ＩＢ
）
と
は
：

Ｄ
Ｐ
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
原
則
と
し
て
全
て
の
科
目
を
英
語
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
内
の
学
校
が
導
入
す
る
た
め
に
は
、

外
国
人
指
導
者
を
多
数
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
優
秀
な
日
本
人
教
員
の
活
用
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
。

課
題

対
応

【
平
成
２
７
年
度
要
求
額
７
２
百
万
円
】

（
平
成
２
６
年
度
予
算
額
７
２
百
万
円
）

日
本
語
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
Ｉ
Ｂ
校
認
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
最
短
ケ
ー
ス
）

最
初
の
日
本
語
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
候
補
校
申
請

最
初
の
日
本
語
Ｄ
Ｐ
に
よ
る
Ｉ
Ｂ
校
認
定

最
初
の
認
定
校
に
、
１
年
生
が
入
学

同
校
か
ら
、
３
年
生
が
卒
業

※
認
定
校
に
よ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
平
成
２
７
年
４
月
に
日
本
語
Ｄ
Ｐ
課
程
を
開

始
し
、
平
成
２
８
年
１
１
月
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

※
日
本
語
Ｄ
Ｐ
対
象
科
目
：
歴
史
、
経
済
、
物
理
、
化
学
、
生
物
、
数
学
、
知
の
理
論
（
TO

K）
、
課
題
論
文
、

C
AS

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
定
校
を
２
０
１
８
年
ま
で
に
２
０
０
校
に ※
平
成

26
年

8月
現
在

19
校

「
日
本
再
興
戦
略

-J
AP

AN
 is

 B
AC

K
-」
（
平
成

25
年

6月
閣
議
決
定
）

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
と
の
協
力
の
下
、
Ｄ
Ｐ
の
一
部
科
目
を
日
本
語
で
も
実
施
可
能
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
本
語

Ｄ
Ｐ
）
の
開
発
等
を
行
い
、
ＩＢ
の
国
内
普
及
に
必
要
な
環
境
整
備
を
推
進
。

日
本
語
Ｄ
Ｐ
の
開
発
・
導
入

（
参
考
）

「
高
等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
と
の
接
続
・
大
学
入
学
者
選
抜
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
（第
四
次
提
言
）

（
平
成

25
年

10
月

31
日
教
育
再
生
実
行
会
議
）

大
学
は
、
入
学
者
選
抜
に
お
い
て
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格
及
び
そ
の
成
績
の
積
極
的
な
活
用
を
図

る
。
国
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
各
大
学
の
判
断
に
よ
る
活
用
を
促
進
す
る
。

「
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
人
づ
く
り
の
た
め
に
―
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
提
言
―
」

(平
成

25
年

6月
13
日
日
本
経
済
団
体
連
合
会

)
語
学
力
の
み
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
異
文
化
を
受
容
す
る
力
、
論
理
的
思
考
力
、
課

題
発
見
力
な
ど
が
身
に
着
く
ＩＢ
デ
ィ
プ
ロ
マ
課
程

(1
6歳
～

19
歳
対
象

)は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成

す
る
上
で
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
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３．ユネスコとの連携・活用を通じたグローバル人材育成  

   ３６５百万円 

(対前年度増減   ＋２７３百万円) 
   

 

  近年のグローバル化をはじめとする国際社会の多様性に対応するユネスコの

取組と連携して、我が国のユネスコ活動の活性化および国内外における持続可

能な開発のための教育（ＥＳＤ）の一層の推進を図るなど、国際的に活躍でき

る人材育成に資する事業を展開する。 

 

  ○ＥＳＤグローバル・アクション・プログラム(ＧＡＰ)信託基金  

１９０百万円(新 規) 

   「ＥＳＤグローバル・アクション・プログラム(ＧＡＰ)」に明記されている

優先行動分野に重点的に取り組み、ＥＳＤを戦略的により一層推進するため、

ユネスコに信託基金を拠出し、「地域コミュニティー」、「教育者」、「ユース」

等に関する事業を実施する。 

  

○日本／ユネスコパートナーシップ事業      ９８百万円(５３百万円) 

   国内のユネスコ活動に関係のある機関等の活動の強化を通じて、幅広い国

民のユネスコ活動への参加の促進、ユネスコ活動の普及と理解の促進を図り、

ユネスコの理念及び目標の実現を目指す。 

 

 ○グローバル人材の育成に向けたＥＳＤの推進   ７７百万円(３９百万円) 

   教育委員会及び大学が中心となり、ユネスコ協会及び企業等の協力を得つ

つ、ＥＳＤの推進拠点であるユネスコスクールとともにコンソーシアムを形

成し、国内におけるＥＳＤの実践・普及及び国内外における学校間の交流等

を促進する。 
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E
S
D
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
GA
P）
信
託
基
金

ES
D

戦
略
的
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
質
化
と

ES
Dの
一
層
の
展
開

機
関
包
括
型

ア
プ
ロ
ー
チ

政
策
的
支
援

平
成
2
7
年
度
要
求
額

1
9
0
百
万
円
【
新
規
】

事
業
目
的

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
５
つ
の
優
先
行
動
分
野

「
E
S
D
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(G
A
P
)」
は
、
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
1
0年
(D
E
S
D
)」
の
後
継
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
2
0
1
3
(平
成
2
5
)年
1
1
月
、
第
3
7
回
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
。
平
成
2
6年
1
1月
、
ユ
ネ
ス
コ
と
我
が
国
が
共
催
す
る
「
E
S
D
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会

議
」
に
お
い
て
、
G
A
P
の
具
体
的
な
実
施
に
向
け
て
、
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
E
S
D
を
更
に
強
化
し
、
そ
の
た
め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
宣
言
す
る
「
あ
い
ち
・
な
ご
や

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

以
上
を
受
け
、
「
E
S
D
世
界
会
議
」を
主
催
し
た
日
本
政
府
と
し
て
、
今
後
も
E
S
D
の
分
野
で
国
際
的
に
主
導
し
世
界
的
な
G
A
P
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
G
A
P

の
５
つ
の
優
先
行
動
分
野
「政
策
的
支
援
」
「機
関
包
括
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
「教
育
者
」
「ユ
ー
ス
」
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」に
重
点
的
に
取
り
組
む
信
託
基
金
を
ユ
ネ
ス
コ

に
拠
出
し
、
全
ユ
ネ
ス
コ
加
盟
国
を
対
象
と
す
る
E
S
D
に
関
す
る
事
業
を
ユ
ネ
ス
コ
を
通
じ
て
実
施
す
る
。

事
業
概
要

「
E
S
D
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
G
A
P
)
」
に
沿
っ
た
E
S
D
事
業
の
実
施

G
AP
の
進
捗
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
た
め
、
毎
年
レ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
報
告
書
を
作
成
す
る

と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会

議
を
開
催
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
世
界
的
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
実
施
（
０
．
３
億
円
）

ES
Dに
機
関
包
括
型
ア
プ

ロ
ー
チ
で
取
り
組
む

ES
Dス

ク
ー
ル

10
00
校
を
指
定
し
、

機
関
包
括
型
ア
プ
ロ
ー
チ
の

事
例
を
収
集
し
、
容
易
に
実

施
で
き
、
魅
力
的
な
実
施
方

策
を
構
築
す
る
。

教
員
同
士
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
、
優
良
事
例
の

共
有
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
教

員
の
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

拡
充
さ
せ
、
さ
ら
に
新
し
い
メ

ン
バ
ー
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加

さ
せ
、
多
く
の
教
員
が
参
加
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
事
業
を
実
施
す
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に

関
す
る
経
験
、
教
材
、
革
新

的
研
究
等
の
情
報
を
手
軽
に

入
手
で
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
オ
ン
ラ

イ
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
）
を
構
築

す
る
。

E
S
D
ス
ク
ー
ル
1
0
0
0
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
０
．
４
億
円
）

教
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
（
０
．
４
億
円
）

教
育
者

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー

E
S
D
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の

構
築
（
０
．
４
億
円
）

ユ
ー
ス

eラ
ー
ニ
ン
グ
及
び
モ
バ
イ

ル
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
含
む
学

校
外
で
の
、
ユ
ー
ス
向
け

の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
学
習
の
機
会

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
事

業
を
実
施
す
る
。

ユ
ー
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
（
０
．
４
億
円
）
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国

企
画
競
争
・
委
託

民
間
団
体
等

（
１
）
ユ
ネ
ス
コ
活
動
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
実
施

－
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
及
び
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

－
大
学
、
ユ
ネ
ス
コ
関
係
団
体
を
通
じ
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
層
の
推
進
を
含
む

若
者
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
活
性
化
支
援

－
エ
コ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
ユ
ネ
ス
コ
活
動
活
性
化
支
援
・
国
内
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実

（
２
）
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
教
育
効
果
を
理
論
的
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
す

る
調
査
研
究
の
実
施

（
３
）
ユ
ネ
ス
コ
活
動
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築

（
４
）
ユ
ネ
ス
コ
活
動
表
彰
制
度

○
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
及
び
目
的
の

実
現
に
向
け
、
国
内
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
係
の
あ
る
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
、
ユ
ネ
ス
コ
と
公
的
関
係
を
有
す
る
機
関
・
団
体
等
）
と

の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
特
に
、
平
成
２
６
年
３
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
多
様
化
の
時
代
に

お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
提
言
」
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
一
層
の
推
進
を
含
め
た
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
よ
り
効
果
的
な
実
施

方
法
等
、
我
が
国
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
在
り
方
を
見
直
し
、
活
性
化

を
図
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

○
そ
こ
で
、
本
事
業
を
通
じ
て
国
内
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
に
関
係
の
あ
る

機
関
の
活
動
の
強
化
を
通
じ
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
一
層
の
推
進
、
幅
広
い

国
民
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
、
更
に
は
ユ
ネ
ス
コ
活
動

の
普
及
と
理
解
の
促
進
を
図
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
及
び
目
標
の
実

現
を
目
指
す
。

日
本
/
ユ
ネ
ス
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

事
業
概
要
・
目
的

事
業
イ
メ
ー
ジ
・
具
体
例

資
金
の
流
れ

○
若
者
・
青
少
年
に
対
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
関
心
の
喚
起
す
る
こ
と
に
よ

る
将
来
に
わ
た
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
活
性
化
。

○
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
対
す
る
認
識

の
向
上
と
国
際
的
な
関
心
の
醸
成
。

○
地
域
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
・
ユ
ネ
ス
コ
事
業
の
活
性
化
に
伴
う
地

域
振
興
。

期
待
さ
れ
る
効
果

平
成

27
年
度
要
求
額
：
98
百
万
円

（
平
成

26
年
度
予
算
額
：
53
百
万
円
）

- 7 -



E
S
D
推
進
の
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

E
S
D
推
進
の
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
【
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
拠
点
】

Ａ
国

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

教
育
委
員
会
及
び
大
学
が
中
心
と
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
及
び
企
業
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
拠
点
で
あ
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
と
と
も
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
・
普
及
及
び
国
内
外
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
間
の
交
流
等
を
促
進
す
る
。
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
置
か
れ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
、
大
学
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
及
び
企
業
等
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ

ン
バ
ー
の
活
動
・
連
携
の
促
進
、
学
校
、
社
会
教
育
施
設
等
の
域
内
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
連
携
強
化
及
び
国
内
外
に
お
け
る
交
流
の
円

滑
化
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
幅
を
広
げ
、
学
校
に
限
ら

な
い
広
範
な
普
及
を
図
り
、
国
際
的
視
野
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
裾
野
を
広
げ
る
。

平
成
2
7
年
度
要
求
額
7
7
百
万
円

（
平
成
2
6
年
度
予
算
額
3
9
百
万
円
）

交
流

交
流

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
間
の
連
携
強
化

Ｅ Ｓ Ｄ コ ー デ ィ ネ ー タ ー
ユ
ネ
ス
コ

協
会

企
業

大
学

教
育

委
員
会

N
G
O

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
裾
野
拡
大

国
内
外
に
お
け
る
交
流
の
円
滑
化
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
一
層
の
推
進

活
動
・
連
携

の
促
進

社 会 教 育 施 設

青 少 年 教 育 施 設

交
流
の
促
進

ユ ネ ス コ ス ク ー ル

以 外 の 学 校

Ｂ
国

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

国
内
他
地
域

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

Ｅ Ｓ Ｄ の 普 及 ・ 促 進 ・ 連 携

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
通
じ
て
育
ま
れ
る
力

・
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
価
値
観

・
体
系
的
な
思
考
力

・
代
替
案
の
思
考
力

・
デ
ー
タ
や
情
報
の
分
析
能
力

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
機
能

・
国
内
外
の
学
校
と
の
交
流
促

進
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
支
援

・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
間

の
連
携
強
化

・
社
会
教
育
施
設
等
と
の
連
携

強
化

・
域
内
の
学
校
等
へ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
普
及
・
促
進

連
携
の

促
進

Ｃ
国

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

交
流

交
流

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
の
支
援
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